
柔整レセプトシステムＮＯＡＨ

操作マニュアル

株式会社 健 生

Vol.202306



Copyright © 2023 kensei inc. All Rights Reserved.

目 次

1.ログイン・ ・ ・・・・・・P3
ＮＯＡＨ起動について

メインメニュー

2.窓口随時処理・ ・ ・・・・P4
受診者の来院登録

領収書発行

3.受診者入力・・・・・P5 ～ P6
受診者の保険証情報、個人情報登録

4.カルテ入力・・・・・P7～P11
受診者の施術内容登録

5.窓口金印刷・・・・・・・P12
日報、月報の金額確認

6.保険者切替・・・・・・・P13
保険証内容の変更

7.請求方法・・・・・P14 ～ P21
月次処理

送付方法について

8.分析機能紹介・・・P22 ～ P26
各分析機能（マップ分析・来院分析・金額分析）



Copyright © 2023 kensei inc. All Rights Reserved.

ログイン
ログイン ・ メインメニュー画面

③各画面に遷移し入力を行います。

3

①柔整レセプトシステムNOAHのア
イコンです。

メインメニュー

④施術所へジャパン柔道整復師会
からのお知らせが掲載されます。

②会員番号、ユーザーID、パスワー
ドを入力しログインボタンを押します。

＜会員番号、IDを保存する＞の

チェックボックスにて次回からパス
ワード入力のみでログインすることが
できます。

ログイン画面
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窓口随時処理
日別に来院者登録、領収証発行などをする画面

③窓口金を均一で頂いている院は、

この欄に徴収額を入力して下さい。
自費や商品金額との差額を自動計
算します。計算方法は下記になりま
す。

例） 負担金370円、自費1000円、徴
収額1000円の場合、頂いた1000円
から負担金の370円を引いた630円
が保険外となります。自費1000円で

計算すると本日徴収額を超えてしま
いますので、この場合の自費は630

円で計算されます。

④日毎領収証を発行する場合は

“領収証発行”ボタンを押して下さい
（同時に登録されます）。領収証を発
行せず、登録のみをする場合は“登
録のみ”ボタンを押して下さい。
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① 来院された受診者の受診者番号

を入力します。新規受診者の方は、
受診者入力画面（P5～P6）で受診者
情報を登録します。

受診者入力、カルテ入力、窓口随時な
どの各入力画面を切り替えることがで
きます。

月間領収書・月間領収証兼明細書

①月間領収書または月間領収証兼
明細書にチェックを入れます。

② 月間領収書または月間領収証兼

明細書を発行する受診者番号を入
力します。

④まとめて印刷する場合は“一括印

刷追加”を、個別に印刷する場合は
“印刷実行”を押して領収書を発行し
ます。

②自費診療を行った時や商品を使

用または販売した場合は、こちらに
項目を入力して精算します。

（自費項目や商品の登録はマスタメ
ンテナンスの“商品マスタ” “自費診
療マスタ”で行います。）

③発行する期間を選択します。



Copyright © 2023 kensei inc. All Rights Reserved.

受診者の情報を入力する画面

受診者入力①

① 新規の受診者が来院された場合、
新しい番号を取得します。

④受診者の名前を入力します。保険

証に記載してある漢字が表示されな
い場合は、スペースを空けて、レセプ
ト印刷後に手書きして下さい。

⑥郵便番号を入力すると住所が表

示されますので、続けて番地を入力
して下さい。郵便番号が分からない
場合は住所を入力後に“郵便番号取
得”ボタンを押して郵便番号を取得し
て下さい。

⑦続柄を選択します。基本的には

“本人”か“家族”だけで結構です。続
柄を選択後にEnterキーを押すと、受

診者の情報がコピーされます。続柄
が“家族”の場合は、氏名がコピーさ
れませんので、入力して下さい。
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※1.＜受診者＞欄の、“職業”・“Ｅｍａｉｌ” と ＜事業所＞欄の“所在地”・“名称” については、任
意での入力箇所として設けてあります。

※1

②受診の内容を選択します。健康保

険で施術する場合は“通常”を選択、
仮登録や実費診療のみの受診者は
“保険証外”を選択して下さい。

③保険証に記載してある記号番号

を入力します。記号が記載されてい
ない場合は、アンダーバー（Shift

キーを押しながら“ろ”）を入力して下
さい。

⑤年号はアルファベット、または 明
治→1、大正→2、昭和→3、平成→4、
令和→5を入力し、生年月日の6桁を
入力します。
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受診者の情報を入力する画面

受診者入力②

⑧医療助成をお持ちの受診者の場

合は、該当の助成種別を選択して下
さい。

⑨負担割合は受診者が負担する割
合です。負担上限額（月500円×2回

など）がある都道府県は、負担割合
を“0”にして、上限額は受給者証に

記載されている金額を入力して下さ
い。障害者の場合は“親保険の負担
割合”の項目が表示されますので、
健康保険証の負担割合を入力し、
“負担割合”に受給者証に記載され
ている負担割合を入力して下さい
（負担上限額は0です）。

⑫保険者番号を入力して下さい。被

保険者（世帯主）の情報を入力しま
す。入力後にエラーが表示された場
合は“保険者マスタ”で登録して下さ
い。
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⑪被保険者の電話番号を入力しま

す。電話番号記載を拒否された受診
者は、欄横のチェックボタンを外して
下さい。

⑭受診者の情報を入力後に“登録”
ボタンを押して下さい。

※1.＜受診者＞欄の、“職業”・“Ｅｍａｉｌ” と ＜事業所＞欄の“所在地”・“名称” については、任
意での入力箇所として設けてあります。

⑩被保険者（世帯主）の情報を入力

します。レセプトの郵便番号、住所欄
は被保険者の情報が印刷されます
ので、漏れが無いよう入力して下さ
い。

注） 学生など、お住まいの住所と被

保険者の住所が違う場合があります
のでご注意下さい。

⑬保険証に記載してある資格取得

日または認定日、有効期限（記載さ
れていない保険証は空欄）を入力し
て下さい。
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※1.表示年月： カルテの表示年月

請求年月： 当月請求： メイン画面左上の表示されている月に請求する。
次月請求： メイン画面左上に表示されている月の翌月に請求する。

再請求： 表示されている月を再度請求する。（返戻など）
請求済： 請求が終わっている、または請求をしない。

請求区分： 初検： 初施術（初検料が加算されます）

        再検： 2回目の施術（再検料が加算されます）
   継続： 3回目以降の施術
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カルテ入力

③ 負傷日、初検日（該当部位の施術

を開始した日）、施術開始日（表示月
の最初に施術した日）を入力します。
▼を押すとカレンダーから入力する
事ができます。

施術内容の登録や各書類を印刷する画面

⑦ 後療区分：どのような状態で来院

されたかを入力します。整復された
場合は“無し”を、後療から始められ
た場合は“拘縮”、“外科”、“転医”を
選択します。

②傷病CDをクリックしEnterキーを押

して傷病一覧を表示させます（右下
図）。一覧から施術した部位をダブル
クリックすると、カルテに部位が入力
されます。

① 受診者番号を入力します。

⑥ 転帰区分：該当部位が表示月に

どのような状態で終わったかを入力
します。（中止、転医の場合は、今後
同部位で来院する可能性があるの
で、翌月に部位を引き継ぎます。施
術をしないのであれば部位を削除し
て下さい。）

転帰区分を“治癒”、“中止”、“転医”
を選択した場合は、施術終了日を入
力します。

⑧カレンダー（8ページ）、カルテ摘要
入力（9ページ）、レセプト摘要入力
（10ページ）、初検時相談（11ページ）、

については、各ページで説明致しま
す。

※1

⑨入力内容を編集後に“登録”ボタン
を押して下さい。窓口随時処理画面
にて日毎の金額が確定され領収書
を発行できます。（4ページ参照）

＜傷病参照＞

＜施術録＞
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来院日を編集、確認する画面

①施術開始日の入力を行うことで、
自動的に施術開始日の来院記録が
登録されます。

カルテ入力 <カレンダー>

②窓口随時処理画面 （4ページ参照）にて来院

登録を行うことで、『保険請求』での来院なのか
『実費のみ』での来院なのか表示され確認でき
ます。
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負傷原因や初検症状、経過を編集・確認する画面

①カルテ摘要作成を押すことで摘要
作成画面が表示されます。［【F11】摘
要作成］を押して下さい。

カルテ入力 <カルテ摘要入力>

②選択すると例文の単語を選択できます。
直接入力することもできます。

③初検症状、原因、経過をソートして表示さ
せることができます。
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保険者への特記事項や医師の同意を入力、確認する画面

①レセプト摘要入力に入力した内容
はレセプト用紙の摘要欄に印字され
ます。

カルテ入力 <レセプト摘要入力>

②骨折・不全骨折・脱臼の後療には医師の
同意が必要です。同意日、医療機関名、医
師名を入力して下さい。
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初検時相談支援の内容を入力、確認する画面

①禁止・制限。励行のいずれかを入
力して下さい。

カルテ入力 <初検時相談>

②患部の状態・施術内容・受領委任
の全てを入力して下さい。

③直接入力も可能です。
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窓口金印刷処理
日報・月報の金額を一覧表示する画面

※1、画面上部の各項目ごとに表示を切り替えます。

※2、画面下部には縦列項目の合計数値が表示されます
（【来院者日報】と【来院者月報】の場合）。

12

①＜窓口金印刷＞ボタンを押下する
ことで日報と月報の確認画面に移動し
ます。

＜窓口金印刷処理＞

※1

※2
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保険者変更
保険証が変わった時に行う処理方法

13

① 保険者変更する方の受診者番号
入力します。

②有効期限月日に≪資格取得日ま

たは認定日≫の前日を入力します。
入力後、履歴作成ボタンを押すと“履
歴作成前に現在編集中のデータを
保存する必要があります。”とメッ
セージが表示されるので、【はい】を
押して下さい。※”保険証の有効期

限が既に過ぎています。“とメッセー
ジが表示される場合にも【はい】を選
択して下さい。

新しい枝番（受診者番号の右側の数
字）が自動取得されます。

例） 100-1 → 100-2

③新しく取得した枝番に新しい保険

証の情報を入力し【登録】ボタンを押
します。

④カルテのカレンダー（来院日）を見

ると、有効期限日前後でデータが切
り替わっています。表示の切り替え
は【受診者枝番切替】ボタンを押して
下さい。

月の途中で保険証が切り替わった場合は、レセプトが2枚必要になります。
（前保険者分と現保険者分）
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印刷手順 月次集計
請求をあげる受診者や合計金額を集計する画面

②“集計実行”を押下し集計させます。

①“集計年月”を確認します。

※1. “集計実行”は何度行っても大丈夫です。登録内容を変更された際は、必ず再集計をかけて変更内容を反映して下さい。

※1

④【摘要・経過入力】の内容を確認す
る場合は、“はい”を 【月次集計処
理】を続ける場合は、“いいえ”を押し
て下さい。

③行が赤く表示された受診者は、入
力に不備があることになります。

対象者の行を選択して、“カルテ入
力”、“受診者入力” ボタンを選び、
受診者の内容を編集できます。
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摘要・経過入力
負傷原因や長期頻回理由等の入力を確認する画面

15

① 当月長期理由対象者

初検より3ヶ月経った受診者が対象

です。空欄になっている箇所が未入
力の方になります。部位別に長期理
由を入力する必要がありますので、
参照文を表示させる場合はダブルク
リックをして下さい。直接理由文を作
成する場合はEnterキーを押下した
後に入力して下さい。

②頻回理由対象者

初検より3ヶ月経った受診者で、かつ
10日以上来院されてる受診者が対

象です。黄背景色の受診者が入力
が必要になりますので、長期理由同
様、参照文を表示させる場合はダブ
ルクリックを、直接理由文を作成する
場合はEnterキーを押下した後に入
力して下さい。

③ 26回以上来院

1ヶ月に26回以上来院された受診者

が対象です。来院日数が多くなった
原因を記載して下さい。参照文を作
成する場合は、マスタメンテナンスの
摘要マスタで作成して下さい。
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摘要・経過入力
負傷原因や長期頻回理由等の入力を確認する画面
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①負傷原因印刷対象

3部以上負傷した受診者が当月の印刷

対象になります。“負傷原因”欄が空欄
になっている箇所が未入力の方になり
ます。この画面からも負傷原因を入力す
る事ができます。（参照文（いつ、どこで、
など）を選択し編集、または“負傷原因”
欄に直接入力）

往療理由等

往療、保険者変更などを行った受診
者の記載内容を、こちらの画面で確
認する事ができます。

レセプト摘要欄確認

負傷原因や長期理由などの記載内
容を、こちらの画面で確認する事が
できます。

②負傷原因一覧

当月請求する全受診者の負傷原因で
す。黄緑背景色は3部以上負傷で印刷
対象の受診者で、白背景色は2部位以

下の受診者です。白背景色は印刷対
象ではありませんが、空欄がある場合、
入力されておいた方が来月に追加部位
があり、印刷対象者になったとしても、
前月のカルテを出して入力する必要が
なくなります。
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保険種別ごとに総括表を印刷する画面
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請求台帳印刷・総括表印刷
保険種別ごとに受診者のリストを印刷する画面

②プリンタに白紙をセットし“すべて
の台帳を一括印刷”を押下し印刷し
ます。

①年月を確認します。

※台帳に印刷されている受診者順に、レセプトの並び替え作業を行います。

※ 編集や追加をした場合は、必ず集計を行って下さい。（集計を行わないと修正したデータが反映されません）

②プリンタに白紙をセットし“一括印
刷”を押下し印刷します。

① “すべて”を選択します。

※ “県内国保”、“県外国保”、“社

保”、“組合”を個別に選択しそれぞ
れ印刷することもできます。
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レセプトを印刷する画面
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レセプト印刷
レセプトを印刷する画面

①”印刷位置調整”を押下することで
位置調整する画面を開きます。

※レセプトを印刷する前に白紙で試し印刷をし、レセプトと重ね合わせて位置を調整します。

※調整は初回だけで済みますが、プリンタを変えた時は再度位置調整が必要です。

②←→↑↓の矢印を押すことで印字位
置を調整できます。

① “すべて”を選択します。

※ “県内国保”、“県外国保”、“社

保”、“組合”を個別に選択しそれぞ
れ印刷することもできます。

②プリンタに署名を頂いたレセプトを
セットし“一括印刷”を押下します。

③受診者1名1名“印刷の確認”が表

示されます。レセプトの署名を確認し
ながら“はい”を押下します。

③試し印刷をした場合には、“印刷済
みのリセット”を押下します。

※印刷プレビューが表示されます
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保険請求する受診者データを提出する画面
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総括表セット作業・請求データ提出
総括票とレセプトを印刷する画面

※1.印刷が終わりましたら、右の図のように総括票とレセプトを

重ね合わせていきます。

・共済には総括票と請求書がありませんのでレセプトのみでの提出となります。

・組合には総括票がありません。

レセプト

請求書

レセプト

請求書

総括票

※1

①年月を確認します。

② “請求データ提出”を押下します。

※提出いただいた請求データをもと

に、当会にてレセプトの請求内容を
確認させていただきます。

③“請求データ提出の確認”画面が
表示されますので“はい”を選択して
下さい。
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レセコンを翌月の動きに更新する画面
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月次更新

※更新実行は月に1度だけ行う作業です。月次更新を行うと今後からレセコンが翌月の動きになりま
す。

【ポイント】 ➡ レセプトの印刷処理が完了前でも日付を指定することで翌月の入力ができます。

① “集計年月”を確認します。

② “更新実行”を押下します。

③“月次更新の確認”画面が表示さ
れますので“はい”を選択して下さい。

＜カルテ入力＞＜窓口随時処理＞
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・骨折時（応急処置以外）は医師の同意書コピーを添付、又は医療機関名と医師を

記載が必要です。

・往診時は往療に至った経緯と受診者の患部の状態の記載が必要です。

確認事項

摘要欄の記載確認

発送時の確認

・“請求データ作成”画面にて、該当月の請求データ提出が必要となります。

・施術した親類・関係者のカルテ（施術録）を当会へご提出下さい。（※親類・関係

者の施術にあっては、傷病が治癒に向かっているかを会でも注視していきます。）

・レセプト用紙は請求書ですので、メール便での発送はお控え下さい。

（※毎月5日の午前中まで必着とします。）
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日数表
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分析画面
平均部位表

②一覧グラフから視覚的な確認
ができます。

①保険種別ごとに受診者の部位
数の割合を確認することができま
す。

②受診者ごとの傷病名や施術期
間が表示されます。

①受診者ごとの来院日が表示され
ます。
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傷病分析
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分析画面
天気分析

②曜日ごとの来院人数を確認す
ることができます。

①天気や時間による来院人数を
確認することができます。

②傷病分類ごとの割合が表示され
ます。

①傷病名ごとの施術患者数と割合
が表示されます。
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お電話でのお問合せ

ジャパン柔道整復師会レセプト事務センター

〒980-0802

宮城県仙台市青葉区二日町3-10

グラン・シャリオビル5Ｆ－Ｅ

℡022-212-6781

フリーダイヤル 0120-964-707

平日： 9：00～18：00

土曜日： 9：00～13：00

 ※毎月1日～7日は  平 日： 9：00～20：00

土日祝： 9：00～18：00

（但し、サポートデスク休日は除く）

※大型連休中の営業日はＮＯＡＨのお知らせ画面からご確認下さい。
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